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有識者

「にいがた×音楽フェス」推進会議資料

資料２

新潟県のエンターテインメントに関する現状

令和８年１０月８日（木）
新潟県観光文化スポーツ部観光企画課



選ばれるにいがた×音楽フェスの実現
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◼ 本県の令和８年度予算では、若者や女性に選ばれ、子育てに優しい新潟の実現に向けた取組を推進
◼ その中でも、「にいがた×音楽フェス」を推進する事業を含めた「大規模イベント等を活用した魅力発
信プロジェクト」が重点事業として位置づけられているところ

出展：新潟県「令和8年度当初予算の概要」
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【政府の動き】コンテンツ産業の音楽の可能性
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◼ 令和８年７月に策定された「日本成長戦略」で、音楽を含むコンテンツ産業※は、日本が経済成長を実
現するために重要な17分野の１つに選定されたところ

◼ コンテンツ産業は戦略17分野の中でも３番目に経済波及効果が大きい成長分野であり、今後、国に
おいて国内投資の促進が期待される基幹産業

※ コンテンツ産業は音楽をはじめ、ゲーム、アニメ、マンガ、実写を指す

出展：経済産業省「エンタメ・クリエイティブ産業戦略2026」

戦略１７分野の官民投資額・経済波及効果

コンテンツ分野別の官民投資額・経済波及効果
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本県出身若年層への意識調査

本県のエンターテインメントに関する現状
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⚫ 地方から若者が流出し、大都市への集中が続いていることは、地方人口減少の大きな要因
⚫ 自分の意志で新潟県から首都圏へ離れた理由として、社会的な要因（地方から首都圏へ若者の流出）が上位
を占める中、若者が楽しめる場の少なさの回答割合が高く、全国より高い傾向あり

（調査：2025年11月に実施、中学卒業時に県内在住であった18歳から39歳までの男女計800人が対象）
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背景・現状

18～29歳 30代 40代 50代 60・
70代

フェス等が目的 12.9％ 3.1％ 8.6％ 2.3％ 2.3％
（出典：じゃらん調査2024）

〇 本県への旅行目的として「フェス、スポーツ観戦等」と回答した割合は若年層が高い。
若年層は「有名人等を応援する活動」 「参加型イベント」に意識的にお金をかけている割合が高い（全国調査）

〇 フェス会場として活用可能な海水浴場やスキー場等が多くあり。
〇 本県は全国的に有名な「フジロック」あり（日本三大音楽フェスのうち唯一の地方開催）

本県への旅行目的で「フェス、スポーツ観戦等」と回答した割合（年代別）

意識的にお金をかけているもの（全国調査）

区分 食べること
（1位）

有名人やキャラクター等
を応援する活動

参加型イベント（音楽/
グルメフェス、コンサー
ト、ファンイベント等）

10代後半 48.3% 32.9% 16.3%

20代 50.0% 22.2% 16.5%

全体 48.6% 6.6％ 6.6%
（出典：R４消費白書）

〇フェス会場として活用可能な本県
   施設数の全国順位
・海水浴場 :１位
・スキー場 :３位
・キャンプ場:５位
・ゴルフ場 :18位

（出典：HP情報からの観光企画課調べ）

本県のエンターテインメントに関する現状

日本三大音楽フェス 2025音楽フェス開催件数 （ ）2024年の件数
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（出典：Webサイト「FESTIVAL LIFE」）



ソウル

新潟空港

アースセレブレーション
（佐渡市）

フジロック
（湯沢町）

札幌（新千歳・丘珠）

神戸

東京

富山・石川

米百俵フェス
（長岡市）

音楽と髭達
（新潟市）

イベント 時期 集客 会場・アクセス等

長岡米百俵
フェス
(長岡市)

5月
2日間
2018
～

20
千人

〇国営越後丘陵公園
JR長岡駅からバス40分
関越自動車道長岡ICから
10分

フジロック
フェスティバ
ル
(湯沢町)

7月
3日間
1997
～

122
千人

〇苗場スキー場
JR越後湯沢駅からシャト
ルバス40分＋α
関越自動車道湯沢ICから
40分＋α

アースセレブ
レーション
(佐渡市)

8月
3日間
1988
～

32
千人

〇小木港、小木商店街等
小木港から徒歩10分
両津港から車１時間

音楽と髭達
(新潟市)

8月
1日間
1996
～

30
千人

〇ハードオフエコスタ
JR新潟駅からバス20分

燕三条ジャ
パンフェス
（三条市）

11月
１日間
2023
～

3～5
千人

〇燕三条地場産業振興セ
ンター
JR燕三条駅から徒歩5分
北陸自動車道「三条燕
IC」から車で5分

BUN BUN 
PARADE
（上越市）

11月
１日間
2025
のみ

1.5
千人

〇上越文化会館
最寄りの春日山駅から徒
歩約2〜3分
車の場合は上越ICから約
5〜10分

＜県内の主な音楽フェスと交通アクセス＞

上海 台湾

音楽フェスの集客力・若年層の誘因力に着目し、県として音楽フェス開催を後押し

名古屋

本県のエンターテインメントに関する現状

BUN BUN PARADE
（上越市）

燕三条ジャパンフェス
（三条市）
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本県のエンターテインメントに関する現状

7

（参考）県内市町村のイベント補助支援の状況

県内の音楽フェスを含むフェス開催状況（2025年度）

〇 新潟県内で開催された音楽を含めたフェスは約50件

自治体名 補助概要 補助対象者 補助率 補助上限額

新潟県

本県特有の観光コンテンツとして成長が期待で
きる取組や観光・文化・スポーツの連携に資す
る前向きな取組等に対して支援
（事業名：観光地域づくり支援事業補助金）

市町村、観光協会、民間企業等 ４／１０
5,000千円
知事特認

10,000千円

地域経済の活性化に向けた消費喚起や需要拡
大に資する取組を支援
（事業名：にいがた経済好循環推進事業）

パートナーシップ構築宣言登録
を行った県内の事業者等が構成
員に半数以上含まれる団体

１／２ 1,500千円

弥彦村
弥彦村の地域振興に資する事業を行う際の事
業費を支援
（事業名：地域振興事業補助金）

弥彦村内の民間事業者団体 １／２ 50０千円

魚沼市
魚沼市の観光振興と地域活性化に資するもの
であること。
（事業名：観光イベント等補助金）

実行委員会その他の団体 １／２
共催事業 180万円

(条件付き＋20万円/日)

その他事業 70万円

糸魚川市

地域の特色を活かした観光イベント等誘客活動
事業を実施する団体に対する支援
（事業名：糸魚川市観光イベント等誘客活動事
業補助金）

観光誘客イベント、観光誘客につ
ながる地域振興イベントを
実施する団体

補助対象経費の10分の10以内の額で市
長が予算の範囲内で補助対象事業
ごとに別に定める額

※ その他、クラウドファンディング型ふるさと納税を活用している市町村もあり、様々な形態で支援体制を構築

資料２

※ 下記事業の対象経費は、報償費、使用料及び賃借料、光熱水費及び燃料費、印刷製本費、消耗品費、役務費、委託料など

エリア 計（件） 音楽 芸術 食 その他

新潟・阿賀 10 ２ ３ ５
村上・新発田 2 ２
弥彦・燕三条 ８ ３ ３ ２
長岡・柏崎 9 ３ １ ４ １
湯沢・魚沼 7 ６ １

妙高・上越・糸魚川 10 ４ ２ ４

佐渡 １ １
総計 47 １９ ４ １２ １２ （出典：市町村照会結果（観光企画課調べ））



◆ 老若男女から子育て中の家族向けまで幅広い層の受け
入れる環境整備が重要

◆ 地域住民を中心とした利用者だけでなく、交流人口拡大
のためには地域外からの誘客を更に進めていかなけれ
ばならない

本県のエンターテインメントに関する現状

ヒアリング等による現状把握

先進自治体

（滋賀県・草津市：イナズマロックフェス）
◆ 音楽フェスでのノウハウや知見を他のフェスに活用する
ことが可能

◆ 収益金を県や地元市町村に還元するスキームの構築は
フェスの継続開催をする上で重要

（長岡市：長岡米百俵フェス）
（湯沢町：フジロックフェスティバル）
◆ 地元理解は重要（行政に求められる重要な役割）

一般社団法人コンサートプロモーターズ協会

◆ フェスは７月～９月まで飽和状態
◆ 新規フェスの開催を目指すことよりも、既存フェスを育
成・成長させ、継続していくことが大事

◆ 音楽に限らず、様々なコンテンツと融合
◆ 行政の役割は主催者が負担と感じる部分の側面的支援
（住民対応、二次交通の確保など）

長岡米百俵フェス主催者

その他（ニュース番組特集）

◆ 音楽フェスの昨年市場規模が過去最高
◆ 盛り上がりの背景にはサブスクの普及あり
◆ 楽しみは音楽だけでなく、様々なコンテンツと融合するこ
とで楽しみ方も多様

◆ 子どもから大人まで幅広い客層に人気、特に子育て世
代が参加しやすい環境・循環づくりが必要（長く愛され
るフェスに）
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ヒアリングを踏まえ、つまり......
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既存フェスを段階的に育成し、地域に定着させることが求められるのではないか
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